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タ
ク
シ
ー
利
用
者
の
意
識
調
査
ま
と
ま
る

タ
ク
シ
ー
利
用
者
の
意
識
調
査
ま
と
ま
る

　

タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
タ
ク
シ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
利
用
者
の
利
便
増
進
に
役
立
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
利
用
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
度
の
意
識
調
査
は
、
九
月
二
十
三
日
（
金
）
か
ら
九
月
三
十
日
（
金
）
ま
で
の
八
日

間
、
大
阪
市
、
堺
市
、
豊
中
市
の
主
要
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
大
阪
国
際
空
港
、
繁
華
街
等
に
お
い
て
、
タ
ク

シ
ー
利
用
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
は
が
き
一
万
五
千
枚
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し

た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査
を
平
成
二
十
八
年
九
月
十
四
日
（
水
）
か
ら
十
月
三
十
一
日
（
月
）
ま
で
の
四
十
八
日
間
、

タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ン
ケ
ー
ト
窓
口
を
開
設
し
て
回
答
を
求
め
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
が
き
六
百
八
十
三
枚（
回
収
率
五
・
〇
〇
％
）と
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
告
五
七
件
の
、

集
計
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
本
調
査
結
果
は
、
当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

 

《
２
面
に
続
く
（
ご
意
見
・
感
想
）》

大阪地域の登録等現況

項目
特定指定地域
（大阪府A）

単位地域
（大阪府B）

計（女性） 計（女性）
登録運転者数（法人）24,833（341） 2,415（32）
運 転 者 証（法人）21,373（285） 2,294（26）
事業者乗務証（個人） 3,060（18） －　（－）
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利
用
時
間
帯

地
理
知
識
に
対
す
る
評
価

接
客
態
度
に
対
す
る
評
価

忘
れ
物
に
対
す
る
注
意
の
評
価

近
距
離
利
用
時
の
タ
ク
シ
ー
の
感
想

最
も
希
望
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス

乗
車
時
の
返
事
に
対
す
る
評
価

「
夕
方
か
ら
夜
（
一
七
時
か
ら
二
三
時
）
が

二
二・五
％
」

　

利
用
時
間
帯
は
、「
特
に
決
ま
っ
て
い
な
い
」

と
答
え
た
人
が
二
二・
七
％
と
最
も
多
く
、
次

い
で
「
夕
方
か
ら
夜
」
一
七
時
〜
二
三
時
）」
が

二
二・五
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
前
年
と
較
べ
る
と
「
深
夜
（
二
三
時
以

降
）
が
六
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
お
り
、「
朝
（
九

時
ま
で
）」
で
二・九
ポ
イ
ン
ト
、「
午
前
（
九
時

〜
一
二
時
）」
で
二・六
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。

「
大
体
知
っ
て
い
る
が
七
三・二
％
」

　

地
理
知
識
（
道
路
情
報
、
建
物
等
）

に
対
す
る
評
価
は
、「
大
体
知
っ
て
い

る
」
七
三・
二
％
、「
よ
く
知
っ
て
い
る
」

一
八・八
％
と
な
っ
て
お
り
九
二・〇
％
が
概

ね
良
い
評
価
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、前
年
と
較
べ
て「
よ
く
知
っ
て
い
る
」

は
二・八
ポ
イ
ン
ト
減
少
、「
あ
ま
り
知
ら
な

い
」
も
〇・七
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま
す
。

「
良
い
評
価
が
四
七・一
％
」

　

接
客
態
度
の
評
価
は
、「
普
通
」
と
答

え
た
人
が
四
六・
二
％
と
最
も
多
く
、
良

い
評
価
「
良
い
・
や
や
良
い
」
は
、
併
せ

て
四
七・一
％
と
悪
い
評
価
「
や
や
悪
い・

悪
い
」
の
六・七
％
を
三
九・五
ポ
イ
ン
ト

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
前
年
と
較
べ
る
と
良
い
評
価
は

二・七
ポ
イ
ン
ト
減
少
、
悪
い
評
価
は
〇・

二
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。

「
す
る
場
合
が
多
い
が
三
六・七
％
」

　

降
車
時
の
忘
れ
物
に
対
す
る
声
掛
け

等
の
注
意
は
、「
す
る
場
合
が
多
い
」
が

三
六・
七
％
で
最
も
多
く
、
良
い
評
価

「
い
つ
も
す
る
・
す
る
場
合
が
多
い
」
は

併
せ
て
五
三・
六
％
と
悪
い
評
価
「
し
な

い
場
合
が
多
い
・
い
つ
も
し
な
い
」
の

一
七・〇
％
を
三
六・六
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　
な
お
、前
年
と
較
べ
て
「
い
つ
も
す
る
」

は
四・一
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、「
い
つ
も
し

な
い
」
は
一・
五
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い

ま
す
。

「
サ
ー
ビ
ス
が
良
く
利
用
し
や
す
い
が

五
五・六
％
」

　

近
距
離
利
用
時
の
感
想
は
、「
サ
ー

ビ
ス
が
良
く
利
用
し
や
す
い
」
が

五
五・六
％
と
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
前
年
と
較
べ
て
「
サ
ー
ビ
ス
が
悪

く
利
用
し
た
く
な
い
」
は
、
二・
六
ポ
イ

ン
ト
増
加
し
て
い
ま
す
。

「
安
全
運
転
が
二
七・三
％
」

　

最
も
希
望
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
、「
安

全
運
転
（
二
七・
三
％
）」
次
い
で
「
近

距
離
で
も
気
持
ち
良
く
利
用
し
た
い

（
二
五・〇
％
）」

「
愛
想
の
良
い
応
接
（
二
二・
一
％
）」
の

順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
前
年
と
較
べ
て
「
近
距
離
で
も

気
持
ち
良
く
利
用
し
た
い
」
で
一・
七
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
、「
愛
想
の
良
い
応
接
」

で
一・九
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
ま
す
。

「
す
る
場
合
が
多
い
が
三
六・五
％
」

　
乗
車
時
の
返
事
は
、「
す
る
場
合
が
多
い
」

三
六・五
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
い
つ

も
す
る
」
三
六・一
％
と
な
っ
て
お
り
良
い

評
価
「
い
つ
も
す
る
・
す
る
場
合
が
多
い
」

は
併
せ
て
七
二・六
％
と
悪
い
評
価
「
し
な

い
場
合
が
多
い・い
つ
も
し
な
い
」の
四・一
％

を
六
八・五
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
前
年
は
、「
い
つ
も
す
る
」
が

三
七・七
％
で
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

接客態度に対する評価

良い
23.8%

やや悪い
5.0%
やや悪い
5.0%

悪い
1.7%

やや良い
23.3%

普通
46.2%
普通
46.2%

利用時間帯

午後
(12 時～17時)

13.0％

午前
(9 時～12 時)

13.7％

朝
(9 時まで)

11.1％

深夜
(23 時以降 )

17.0％ 夕方から夜
(17 時～23 時)

22.5％

特に決まって
いない
22.7%

特に決まって
いない
22.7%

返事に対する評価
いつもしない 1.6%いつもしない 1.6%

する場合が多い
36.5%

する場合が多い
36.5%

したり
しなかったり

23.3%

しない場合が多い
2.5%

しない場合が多い
2.5%

いつもする
36.1%

地理知識に対する評価

大体知っている
73.2%

大体知っている
73.2%

あまり
知らない
8.0％

あまり
知らない
8.0％ よく

知っている
18.8%

最も希望されるサービス

安全運転
27.3%
安全運転
27.3%

近距離でも
気持ち良く
利用したい
25.0％

愛想の良い
応接
22.1%

清潔な車内
16.6%

釣銭の用意
2.8% 荷物の積降し等

の手助け6.2％
荷物の積降し等
の手助け6.2％

近距離利用時の感想

サービスが良く
利用しやすい
55.6%

サービスが良く
利用しやすい
55.6%

サービスが良く
なれば利用を
増やしたい
33.8％

サービスが悪く
利用したくない
10.6％

サービスが悪く
利用したくない
10.6％

忘れ物に対する評価

する場合が多い
36.7%

する場合が多い
36.7%

いつもする
16.9%

いつもしない
6.2%

しない場合が
多い
10.8％

しない場合が
多い
10.8％

したり
しなかったり
29.4%
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指
導
主
任
者（
補
助
者
）研
修
会
を
開
催

【
要
望
等
を
含
む
ご
意
見
】

・ 

降
車
時
に
は
必
ず
レ
シ
ー
ト
を
出

し
て
欲
し
い
。

・ 

近
距
離
の
場
合
は
、
利
用
を
た
め

ら
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
乗
車
拒
否

や
、
不
機
嫌
に
な
っ
た
と
い
う
話

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。

・ 

雨
の
日
に
小
さ
な
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス

で
乗
車
し
た
時
、
座
席
に
持
ち
込

む
な
と
怒
鳴
ら
れ
た
。
ト
ラ
ン
ク

も
開
け
て
く
れ
な
か
っ
た
の
に
。

シ
ー
ト
が
汚
れ
た
と
、
乗
っ
て
い

る
間
、
ず
っ
と
文
句
を
言
わ
れ
た
。

・ 

た
ま
に
カ
ー
ナ
ビ
に
頼
っ
て
道
を

知
ら
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
が
い
る
。

・ 

禁
煙
車
な
の
に
タ
バ
コ
臭
い
。
運

転
者
が
客
待
ち
の
時
に
吸
っ
て
い

る
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
バ
ッ
ク
ル

が
な
い
車
両
が
あ
る
。
始
業
点
検

や
っ
て
い
な
い
の
で
は
。

・ 

頭
髪
・
服
装
に
も
っ
と
清
潔
感
が

欲
し
い
。

・ 

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
意
識
し
て
か
、

と
て
も
よ
く
話
を
さ
れ
る
方
が
多

く
感
じ
ま
す
。
適
度
が
い
い
で
す
。

　
Ｊ
Ｒ
新
大
阪
駅
は
訪
日
外
国
人

を
は
じ
め
と
す
る
来
阪
者
の
玄
関

口
と
し
て
多
数
の
お
客
様
が
タ
ク

シ
ー
を
利
用
す
る
乗
場
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
か
ら
、

「
タ
ク
シ
ー
乗
場
付
近
の
車
両
の

誘
導
の
た
め
に
設
置
し
て
い
る
植

栽
ポ
ッ
ト
（
プ
ラ
ン
タ
ー
）
に
日

用
的
な
ゴ
ミ
や
、
自
動
車
関
連
用

品
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
。」
と
の

苦
情
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
阪
の
玄
関
口
と
し
て
、
タ
ク

シ
ー
利
用
者
は
も
ち
ろ
ん
、
駅
利

用
者
の
方
々
に
清
潔
な
乗
場
施
設

等
の
提
供
に
ご
協
力
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
、
ま
た
、
公
共
交
通
機
関

の
一
員
と
し
て
、
マ
ナ
ー
を
遵
守

【
好
意
的
な
感
想
等
】

・ 

最
近
の
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
は
運
転

が
優
し
く
サ
ー
ビ
ス
も
良
い
。

・ 

急
い
で
い
る
と
き
裏
道
に
詳
し
い

運
転
者
さ
ん
は
頼
り
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
車
中
の
居
心
地
は
運

転
者
さ
ん
に
よ
り
個
人
差
が
あ
る

た
め
安
心
で
き
る
方
は
ま
た
利
用

し
た
く
な
り
ま
す
。

・ 

足
が
不
自
由
な
の
で
今
回
ス
ー
ツ

ケ
ー
ス
込
み
で
利
用
し
ま
し
た
。

運
転
者
さ
ん
自
身
も
足
が
不
自
由

な
の
に
出
し
入
れ
を
手
伝
っ
て
く

れ
て
、
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。

・ 

一
度
、
乗
車
す
る
前
か
後
に
ア
ク

セ
サ
リ
ー
を
無
く
し
て
い
る
こ
と

に
気
付
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ

れ
を
伝
え
る
と
、
運
転
者
さ
ん
が

一
緒
に
な
っ
て
探
し
て
く
れ
た
。

結
局
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、

と
て
も
親
切
な
方
で
し
た
。
会
社

は
覚
え
て
い
な
い
け
ど
、
何
か
会

社
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
い
と
も
っ
た

い
な
い
。

・ 

気
持
ち
の
良
い
応
対
を
し
て
く
れ

る
と
一
日
の
疲
れ
が
取
れ
る
気
が

し
ま
す
。

　

こ
の
度
、「
阪
神
梅
田
駅
改
良

（
西
換
気
塔
）
工
事
」
の
工
事
に
着

手
す
る
た
め
、
平
成
二
十
九
年
三

月
か
ら
、
大
阪
第
一
生
命
ビ
ル
前
の

大
阪
市
道
南
北
線
に
お
い
て
夜
間
、

西
向
き
三
車
線
の
内
二
車
線
の
車

線
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

乗
場
付
近
を
通
行
す
る
際
は
、

工
事
車
両
へ
の
注
意
を
、
ま
た
、
乗

場
に
入
る
場
合
は
、
現
場
誘
導
員

の
指
示
に
従
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

①
タ
ク
シ
ー
乗
場

　
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
（
北
）

　
大
阪
市
北
区
梅
田
一
丁
目
八

②
工
事
期
間

　
平
成
二
九
年
三
月
一
日
（
水
）
〜

　
平
成
二
九
年
十
一
月
末
ま
で

　
時
間

　
深
夜
０
時
か
ら
６
時
ま
で

③
備
考

　

 　

昼
間
も
工
事
は
行
わ
れ
ま
す

が
、
車
線
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

 　
ま
た
、
工
事
内
容
に
よ
っ
て

は
、
交
通
規
制
時
間
が
早
ま
る

と
き
が
あ
り
ま
す
。

　

成
人
式
に
出
席
し
、
羽
目
を

外
し
て
泥
酔
し
て
し
ま
い
、
男

性
三
人
で
ア
メ
リ
カ
村
か
ら
タ

ク
シ
ー
に
乗
車
し
よ
う
と
し
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
私
達
が
泥
酔
し
て

い
る
為
、
な
か
な
か
乗
車
さ
せ

て
く
れ
ず
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

親
切
な
運
転
者
さ
ん
が
停
ま
っ

て
乗
車
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
泥
酔
し
て
い
た
私

達
の
体
調
を
気
遣
っ
て
い
た
だ

き
、
メ
ー
タ
ー
を
入
れ
ず
に

一
〇
分
程
待
っ
て
発
進
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
が
車
内
で
嘔
吐
し

て
シ
ー
ツ
を
汚
し
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
運
転
者
さ
ん
は
嫌
な

顔
一
つ
せ
ず
に
親
切
丁
寧
に
介

抱
し
て
い
た
だ
き
目
的
地
ま
で

送
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

私
が
シ
ー
ツ
を
汚
し
た
の
で
、

そ
の
後
営
業
に
支
障
が
出
た
と

思
う
と
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
私
達
の
こ

と
を
気
遣
い
、
親
切
に
し
て
く

だ
さ
っ
た
運
転
者
さ
ん
に
は
本

当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

仲
川
交
通
　
萩
原
　
敦
司
さ
ん

　
大
阪
大
学
医
学
部
付
属
病
院
に

お
け
る
タ
ク
シ
ー
乗
場
に
お
い
て

は
、
多
く
の
運
転
者
さ
ん
が
適
正

な
運
用
に
日
頃
か
ら
心
掛
け
て
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
こ
の
度
、病
院
関
係
者
か
ら
「
正

面
玄
関
奥
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
横
の

ト
イ
レ
に
お
い
て
、
洗
面
台
で
車

用
の
雑
巾
を
洗
い
、
手
を
乾
燥
さ

せ
る
た
め
の
ジ
ェ
ッ
ト
乾
燥
機
で

雑
巾
を
乾
か
す
た
め
乾
燥
機
が
黒

く
変
色
し
、使
用
で
き
な
い
。ま
た
、

患
者
さ
ん
が
並
ぶ
ト
イ
レ
の
列
に
、

洗
面
台
を
使
お
う
と
割
り
込
ん
で

い
る
。
マ
ナ
ー
が
大
変
悪
い
の
で

厳
し
く
対
応
し
て
ほ
し
い
。」
と
の

苦
情
申
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
病
院
と
い
う
施
設
の
性
格
上
か

ら
も
、
こ
の
よ
う
な
行
為
は
厳
に

慎
ん
で
い
た
だ
き
、
社
会
的
ル
ー

ル
を
遵
守
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
乗
場
に
お
い
て

は
、
以
前
か
ら
近
距
離
利
用
の
お

客
様
か
ら
の
苦
情
や
、
無
断
で
使

用
不
可
の
ト
イ
レ
を
使
う
な
ど
の

マ
ナ
ー
違
反
が
散
見
さ
れ
る
こ
と

か
ら
引
き
続
き
適
正
な
乗
場
施
設

等
の
運
用
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
今
後
と
も

に
、
ゴ
ミ
等
は
ご
自
身
で
持
ち
帰

り
処
理
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
二
十
九
年
二
月
二
日
（
木
）
に
、
当
セ
ン
タ
ー
主
催
の

平
成
二
十
八
年
度
指
導
主
任
者
（
補
助
者
）
研
修
会
を
多
数
の

事
業
者
様
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。

乗
場
施
設
の
適
切
な
利
用
の
お
願
い

乗
場
施
設
の
適
切
な
利
用
の
お
願
い

【
タ
ク
シ
ー
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
】
ご
意
見
・
感
想
】《
１
面
か
ら
続
く
》

【
タ
ク
シ
ー
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
】
ご
意
見
・
感
想
】《
１
面
か
ら
続
く
》

た
だ
く
た
め
に
当
セ
ン
タ
ー
が
開

催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
当
セ
ン
タ
ー
田
村
専

務
理
事
の
開
講
挨
拶
に
続
い
て
、

近
畿
運
輸
局
・
井
上
大
阪
運
輸
支

局
長
よ
り
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
一
般
社
団
法
人
日

本
マ
ナ
ー
Ｏ
Ｊ
Ｔ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
協
会
・
宇
野
山
康
代
氏
よ
り

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
受
講
者
は
、
終
始
熱
心
に
聴
講

さ
れ
、
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。

一
，
開
催
日
時

　
平
成
二
十
九
年
二
月
二
日（
木
）

　
一
三
時
三
〇
分
か
ら

　
一
六
時
〇
〇
分
ま
で

二
，
開
催
場
所

　
大
阪
府
社
会
福
祉
会
館

三
，
受
講
者
数

　
一
三
九
名
（
九
三
社
）

四
，
講
演
内
容

⑴ 

「
安
全
・
安
心
な
輸
送
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
た
め
に
」

○
近
畿
運
輸
局
大
阪
運
輸
支
局
長

　
井
上　
景
之
氏

⑵
「
タ
ク
シ
ー
革
命
の
主
人
公
は

あ
な
た

＊ 

信
頼
さ
れ
る
マ
ナ
ー
＆
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
＊
」

○
一
般
社
団
法
人
日
本
マ
ナ
ー

　

 

Ｏ
Ｊ
Ｔ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
協
会

　
 

ト
ッ
プ
マ
ナ
ー
Ｏ
Ｊ
Ｔ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー

宇
野
山　
康
代
氏

　
研
修
会
は
、
例
年
、
行
政
の
担

当
官
や
学
識
経
験
者
を
招
請
し
ご

講
演
を
い
た
だ
き
、
指
導
主
任
者

の
日
常
の
業
務
の
参
考
に
し
て
い

運
転
者
さ
ん
あ
り
が
と
う
！

感
謝
の
申
告

の
ご
紹
介

乗
客
に
対
す
る
親
切

車
線
規
制
の
お
知
ら
せ

※
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル（
北
）乗
場

指導主任者（補助者）研修会

住所：吹田市山田丘2番15号

ＪＲ新大阪駅３階タクシー乗場図

ヒルトンホテル（北）タクシー乗場

大
阪
大
学
医
学
部
付
属
病
院

（
吹
田
市
）か
ら
の
お
願
い

Ｊ
Ｒ
新
大
阪
駅
の
タ
ク
シ
ー
乗
場

等
の
ゴ
ミ
の
処
理
つ
い
て


